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(57)【要約】
【課題】パッチが配置されたカラーチャートの中で直感
的にパッチの良否を把握することが可能な技術を提供す
る。
【解決手段】カラーチャートに配置されたパッチの測色
値を取得する測色値取得部と、前記パッチの測色値と該
パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測
色値の良否を判定する判定部と、前記カラーチャートを
模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前
記判定部の判定結果に応じた形状にして前記チャート画
像を表示部に表示する表示処理部と、を備える検査装置
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する測色値取得部と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定部と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前記判定部
の判定結果に応じた形状にして前記チャート画像を表示部に表示する表示処理部と、を備
える検査装置。
【請求項２】
　前記表示処理部は、前記表示部に依存する表示部従属色空間において前記基準値に対応
する第一デバイスカラーと、前記表示部従属色空間において前記測色値に対応する第二デ
バイスカラーと、の少なくとも一方を前記パッチ画像の表示領域に表示する、請求項１に
記載の検査装置。
【請求項３】
　前記表示処理部は、前記判定結果が複数の判定に含まれる第一の判定である場合におい
て、前記パッチ画像の表示領域を外側領域、及び、該外側領域で囲まれた内側領域に分け
、前記表示部に依存する表示部従属色空間において前記基準値に対応する第一デバイスカ
ラーを前記外側領域と前記内側領域のうち一方の領域に表示し、前記表示部従属色空間に
おいて前記測色値に対応する第二デバイスカラーを前記外側領域と前記内側領域のうち他
方の領域に表示する、請求項１又は請求項２に記載の検査装置。
【請求項４】
　前記表示処理部は、前記判定結果が複数の判定に含まれる第二の判定である場合におい
て、前記パッチ画像の表示領域を通る線を境界として前記パッチ画像の表示領域を第一領
域と第二領域とに分け、前記表示部に依存する表示部従属色空間において前記基準値に対
応する第一デバイスカラーを前記第一領域に表示し、前記表示部従属色空間において前記
測色値に対応する第二デバイスカラーを前記第二領域に表示する、請求項１～請求項３の
いずれか一項に記載の検査装置。
【請求項５】
　前記表示処理部は、
　　前記判定結果が否の判定である場合、前記パッチ画像の表示領域を第一領域と第二領
域とに分け、前記表示部に依存する表示部従属色空間において前記基準値に対応する第一
デバイスカラーを前記第一領域に表示し、前記表示部従属色空間において前記測色値に対
応する第二デバイスカラーを前記第二領域に表示し、
　　前記判定結果が良の判定である場合、前記判定結果が否の判定である場合の前記パッ
チ画像の表示色の形状とは異なる形状の表示色を前記パッチ画像の表示領域に表示する、
請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項６】
　前記カラーチャートを形成する画像形成装置の形成色の特性を記述したプロファイルに
従って、前記画像形成装置に依存する画像形成装置従属色空間において前記パッチを形成
する色を表す値を前記基準値に変換する基準値取得部を備える、請求項１～請求項５のい
ずれか一項に記載の検査装置。
【請求項７】
　前記表示処理部は、前記判定結果が良の判定である場合において、良の判定であること
を表す情報を前記パッチ画像に重ねて表示する、請求項１～請求項６のいずれか一項に記
載の検査装置。
【請求項８】
　カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する測色値取得部と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定部と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像のうち前記判定部の判
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定結果が良の判定であるパッチ画像に良の判定であることを表す情報を重ねて前記チャー
ト画像を表示部に表示する表示処理部と、を備える検査装置。
【請求項９】
　前記表示処理部は、前記測色値と前記基準値との差を表す数値を前記パッチ画像の表示
領域に対応させて表示する、請求項１～請求項８のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項１０】
　カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する第一工程と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する第二工程と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前記第二工
程の判定結果に応じた形状にして前記チャート画像を表示部に表示する第三工程と、を含
む検査方法。
【請求項１１】
　カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する第一工程と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する第二工程と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像のうち前記第二工程の
判定結果が良の判定であるパッチ画像に良の判定であることを表す情報を重ねて前記チャ
ート画像を表示部に表示する第三工程と、を含む検査方法。
【請求項１２】
　カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する測色値取得機能と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定機能と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前記判定機
能の判定結果に応じた形状にして前記チャート画像を表示部に表示する表示処理機能と、
をコンピューターに実現させる検査プログラム。
【請求項１３】
　カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する測色値取得機能と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定機能と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像のうち前記判定機能の
判定結果が良の判定であるパッチ画像に良の判定であることを表す情報を重ねて前記チャ
ート画像を表示部に表示する表示処理機能と、をコンピューターに実現させる検査プログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーチャートに配置されたパッチの測色値を検査する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷されたカラーチャートに配置された各カラーパッチを測色した時、期待される色彩
値とは異なる測色値が得られることがある。特許文献１記載の情報処理装置は、取得され
た複数のパッチの測定値と予め定められた複数のパッチの基準値とをそれぞれ比較し、色
差を取得し、取得された色差を累積した累積色差を用いて、パッチの測定ミスの有無を判
定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２８８０２７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した情報処理装置では、パッチの測定ミスの有無はモニターに表示されるものの、
パッチを配置したカラーチャートの中で直感的にパッチの良否を把握することはできない
。
　尚、上述のような問題は、印刷されたカラーチャート以外のカラーチャートにも存在す
る。
【０００５】
　本発明の目的の一つは、パッチが配置されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良
否を把握することが可能な技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的の一つを達成するため、本発明の検査装置は、カラーチャートに配置されたパ
ッチの測色値を取得する測色値取得部と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定部と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前記判定部
の判定結果に応じた形状にして前記チャート画像を表示部に表示する表示処理部と、を備
える、態様を有する。
【０００７】
　また、本発明の検査装置は、カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する測
色値取得部と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定部と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像のうち前記判定部の判
定結果が良の判定であるパッチ画像に良の判定であることを表す情報を重ねて前記チャー
ト画像を表示部に表示する表示処理部と、を備える、態様を有する。
【０００８】
　さらに、本発明の検査方法は、カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する
第一工程と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する第二工程と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前記第二工
程の判定結果に応じた形状にして前記チャート画像を表示部に表示する第三工程と、を含
む、態様を有する。
【０００９】
　さらに、本発明の検査方法は、カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取得する
第一工程と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する第二工程と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像のうち前記第二工程の
判定結果が良の判定であるパッチ画像に良の判定であることを表す情報を重ねて前記チャ
ート画像を表示部に表示する第三工程と、を含む、態様を有する。
【００１０】
　さらに、本発明の検査プログラムは、カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取
得する測色値取得機能と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定機能と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像の表示色を前記判定機
能の判定結果に応じた形状にして前記チャート画像を表示部に表示する表示処理機能と、
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をコンピューターに実現させる、態様を有する。
【００１１】
　さらに、本発明の検査プログラムは、カラーチャートに配置されたパッチの測色値を取
得する測色値取得機能と、
　前記パッチの測色値と該パッチに用意された基準値とに基づいて前記パッチの測色値の
良否を判定する判定機能と、
　前記カラーチャートを模したチャート画像に配置するパッチ画像のうち前記判定機能の
判定結果が良の判定であるパッチ画像に良の判定であることを表す情報を重ねて前記チャ
ート画像を表示部に表示する表示処理機能と、をコンピューターに実現させる、態様を有
する。
【００１２】
　上述した態様は、パッチが配置されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良否を把
握することが可能な技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】検査装置の構成例を模式的に示すブロック図。
【図２】カラーチャートに配置されたパッチを測色する様子を模式的に例示する図。
【図３】表示部に表示されるチャート画像の例を模式的に示す図。
【図４】検査装置で行われる測色値検査処理の例を示すフローチャート。
【図５】記憶装置に記憶されるカラーチャート情報、基準プロファイル、及び、モニター
プロファイルの構造例を模式的に示す図。
【図６】図６Ａ～６Ｃは別のチャート画像の例を模式的に示す図。
【図７】図７Ａ～７Ｃは別のチャート画像の例を模式的に示す図。
【図８】図８Ａ～８Ｃは別のチャート画像の例を模式的に示す図。
【図９】別の測色値検査処理の例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態を説明する。むろん、以下の実施形態は本発明を例示するもの
に過ぎず、実施形態に示す特徴の全てが発明の解決手段に必須になるとは限らない。
【００１５】
（１）本発明に含まれる技術の概要：
　まず、図１～９に示される例を参照して本発明に含まれる技術の概要を説明する。尚、
本願の図は模式的に例を示す図であり、各図は整合していないことがある。むろん、本技
術の各要素は、符号で示される具体例に限定されない。
【００１６】
［態様１］
　本技術の一態様に係る検査装置（例えばホスト装置１００）は、測色値取得部Ｕ１、判
定部Ｕ２、及び、表示処理部Ｕ３を備える。前記測色値取得部Ｕ１は、カラーチャートＣ
Ｈ１に配置されたパッチＰＡ１の測色値（例えばＬ２，ａ２，ｂ２）を取得する。前記判
定部Ｕ２は、前記パッチＰＡ１の測色値と該パッチＰＡ１に用意された基準値（例えば期
待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１）とに基づいて前記パッチＰＡ１の測色値の良否を判定する。
前記表示処理部Ｕ３は、前記カラーチャートＣＨ１を模したチャート画像ＣＨ２に配置す
るパッチ画像ＰＡ２の表示色を前記判定部Ｕ２の判定結果に応じた形状にして前記チャー
ト画像ＣＨ２を表示部（例えば表示装置１１５）に表示する。
【００１７】
　上記態様１では、表示されるチャート画像ＣＨ２に配置されるパッチ画像ＰＡ２の表示
色が測色値の良否の判定結果に応じた形状であるので、パッチが配置されたカラーチャー
トの中で直感的にパッチの良否を把握することが可能な検査装置を提供することができる
。
　ここで、測色値の良否を判定することには、測色値を２段階に判定することに限定され
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ず、測色値を３段階以上に判定することも含まれる。例えば、測色値の良の判定は２段階
以上あってもよいし、測色値の否の判定も２段階以上あってもよい。以下の態様において
も、同じである。
　パッチ画像の表示色には、表示部に依存する色空間において基準値に対応するデバイス
カラー、表示部に依存する色空間において測色値に対応するデバイスカラー、等が含まれ
る。以下の態様においても、同じである。
　パッチ画像の表示色の形状は、パッチ画像自体の表示領域の形状とは異なることがある
。以下の態様においても、同じである。
【００１８】
［態様２］
　前記表示処理部Ｕ３は、前記表示部（１１５）に依存する表示部従属色空間ＣＳ２（図
５参照）において前記基準値（Ｌ１，ａ１，ｂ１）に対応する第一デバイスカラーと、前
記表示部従属色空間ＣＳ２において前記測色値（Ｌ２，ａ２，ｂ２）に対応する第二デバ
イスカラーと、の少なくとも一方を前記パッチ画像ＰＡ２の表示領域に表示してもよい。
この態様は、基準値に対応する色と測色値に対応する色との少なくとも一方が表示される
ので、さらに直感的にパッチの良否を把握することが可能な技術を提供することができる
。
【００１９】
［態様３］
　前記表示処理部Ｕ３は、前記判定結果が複数の判定に含まれる第一の判定（図３，４の
例では良の判定）である場合において、前記パッチ画像ＰＡ２の表示領域を外側領域ＲＲ
０、及び、該外側領域ＲＲ０で囲まれた内側領域ＲＲ１に分けてもよい。この場合、前記
表示処理部Ｕ３は、前記表示部（１１５）に依存する表示部従属色空間ＣＳ２において前
記基準値（Ｌ１，ａ１，ｂ１）に対応する第一デバイスカラーを前記外側領域ＲＲ０と前
記内側領域ＲＲ１のうち一方の領域に表示し、前記表示部従属色空間ＣＳ２において前記
測色値（Ｌ２，ａ２，ｂ２）に対応する第二デバイスカラーを前記外側領域ＲＲ０と前記
内側領域ＲＲ１のうち他方の領域に表示してもよい。本態様は、内側領域ＲＲ１の表示色
の形状を見ることにより判定結果が第一の判定であることを把握することができるので、
さらに直感的にパッチの良否を把握することが可能な技術を提供することができる。
【００２０】
［態様４］
　前記表示処理部Ｕ３は、前記判定結果が複数の判定に含まれる第二の判定（図３，４の
例では否の判定）である場合において、前記パッチ画像ＰＡ２の表示領域を通る線Ｌ１を
境界として前記パッチ画像ＰＡ２の表示領域を第一領域ＲＷ１と第二領域ＲＷ２とに分け
てもよい。この場合、前記表示処理部Ｕ３は、前記表示部（１１５）に依存する表示部従
属色空間ＣＳ２において前記基準値（Ｌ１，ａ１，ｂ１）に対応する第一デバイスカラー
を前記第一領域ＲＷ１に表示し、前記表示部従属色空間ＣＳ２において前記測色値（Ｌ２
，ａ２，ｂ２）に対応する第二デバイスカラーを前記第二領域ＲＷ２に表示してもよい。
本態様は、パッチ画像ＰＡ２の表示領域を通る線Ｌ１を境界として分けられた表示色の形
状を見ることにより判定結果が第二の判定であることを把握することができるので、さら
に直感的にパッチの良否を把握することが可能な技術を提供することができる。
【００２１】
［態様５］
　前記表示処理部Ｕ３は、前記判定結果が否の判定である場合、前記パッチ画像ＰＡ２の
表示領域を第一領域ＲＷ１と第二領域ＲＷ２とに分けてもよい。この場合、前記表示処理
部Ｕ３は、前記表示部（１１５）に依存する表示部従属色空間ＣＳ２において前記基準値
（Ｌ１，ａ１，ｂ１）に対応する第一デバイスカラーを前記第一領域ＲＷ１に表示し、前
記表示部従属色空間ＣＳ２において前記測色値（Ｌ２，ａ２，ｂ２）に対応する第二デバ
イスカラーを前記第二領域ＲＷ２に表示してもよい。また、前記表示処理部Ｕ３は、前記
判定結果が良の判定である場合、前記判定結果が否の判定である場合の前記パッチ画像Ｐ
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Ａ２の表示色の形状とは異なる形状の表示色を前記パッチ画像ＰＡ２の表示領域に表示し
てもよい。本態様は、判定結果が否の判定である場合にパッチ画像ＰＡ２を見れば測色値
に対応する色と基準値に対応する色との差を把握することができるので、パッチの色と基
準値に対応する色との差を容易に把握することが可能な技術を提供することができる。
【００２２】
［態様６］
　本検査装置（１００）は、前記カラーチャートＣＨ１を形成する画像形成装置（例えば
印刷装置２００）の形成色の特性を記述したプロファイル（例えば図５に示す基準プロフ
ァイル５００）に従って、前記画像形成装置（２００）に依存する画像形成装置従属色空
間ＣＳ１（図５参照）において前記パッチＰＡ１を形成する色を表す値を前記基準値（Ｌ
１，ａ１，ｂ１）に変換する基準値取得部Ｕ４を備えてもよい。この態様は、画像形成装
置従属色空間ＣＳ１において前記パッチＰＡ１を形成する色を表す値から基準値が生成さ
れるので、直感的にパッチの良否を把握する好適な技術を提供することができる。
　むろん、上記態様６には含まれないが、基準値が予め用意されていることも、本技術に
含まれる。
【００２３】
［態様７］
　図８Ａ～８Ｃ等に例示するように、前記表示処理部Ｕ３は、前記判定結果が良の判定で
ある場合において、良の判定であることを表す情報（例えば良判定情報８００）を前記パ
ッチ画像ＰＡ２に重ねて表示してもよい。この態様は、判定結果が否の判定である場合の
パッチ画像ＰＡ２の表示色が前記情報（８００）により隠されないので、さらに直感的に
パッチの良否を把握することが可能な技術を提供することができる。
【００２４】
［態様８］
　また、本技術の別の態様に係る検査装置（例えばホスト装置１００）は、測色値取得部
Ｕ１、判定部Ｕ２、及び、表示処理部Ｕ３を備える。前記測色値取得部Ｕ１は、カラーチ
ャートＣＨ１に配置されたパッチＰＡ１の測色値（例えばＬ２．ａ２．ｂ２）を取得する
。前記判定部Ｕ２は、前記パッチＰＡ１の測色値と該パッチＰＡ１に用意された基準値（
例えば期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１）とに基づいて前記パッチＰＡ１の測色値の良否を判
定する。図８Ａ～８Ｃ等に例示するように、前記表示処理部Ｕ３は、前記カラーチャート
ＣＨ１を模したチャート画像ＣＨ２に配置するパッチ画像ＰＡ２のうち前記判定部Ｕ２の
判定結果が良の判定であるパッチ画像ＰＡ２に良の判定であることを表す情報（例えば良
判定情報８００）を重ねて前記チャート画像ＣＨ２を表示部（例えば表示装置１１５）に
表示する。本態様は、判定結果が否の判定である場合のパッチ画像ＰＡ２の表示色が前記
情報（８００）により隠されないので、パッチが配置されたカラーチャートの中で直感的
にパッチの良否を把握することが可能な検査装置を提供することができる。
【００２５】
［態様９］
　図７Ａ～７Ｃに例示するように、前記表示処理部Ｕ３は、前記測色値（Ｌ２，ａ２，ｂ
２）と前記基準値（Ｌ１，ａ１，ｂ１）との差を表す数値７００を前記パッチ画像ＰＡ２
の表示領域に対応させて表示してもよい。この態様は、パッチの色と基準値に対応する色
との差を容易に把握することが可能な技術を提供することができる。
　ここで、測色値と基準値との差には、色差、明度差、彩度差、色相差、等が含まれる。
　測色値と基準値との差を表す数値は、判定結果に関わらず表示してもよいし、判定結果
が第二の判定である場合に表示しないで第一の判定である場合に表示してもよいし、判定
結果が第一の判定である場合に表示しないで第二の判定である場合に表示してもよい。
【００２６】
［態様１０］
　ところで、本技術の一態様に係る検査方法は、態様１～９の測色値取得部Ｕ１に対応す
る第一工程ＳＴ１、態様１～９の判定部Ｕ２に対応する第二工程ＳＴ２、及び、態様１～
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９の表示処理部Ｕ３に対応する第三工程ＳＴ３を含む。本態様は、パッチが配置されたカ
ラーチャートの中で直感的にパッチの良否を把握することが可能な検査方法を提供するこ
とができる。本検査方法は、基準値取得部Ｕ４に対応する第四工程ＳＴ４を含んでもよい
。
【００２７】
［態様１１］
　また、本技術の一態様に係る検査プログラムＰＲ０は、態様１～９の測色値取得部Ｕ１
に対応する測色値取得機能ＦＵ１、態様１～９の判定部Ｕ２に対応する判定機能ＦＵ２、
及び、態様１～９の表示処理部Ｕ３に対応する表示処理機能ＦＵ３をコンピューターに実
現させる。本態様は、パッチが配置されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良否を
把握することが可能な検査プログラムを提供することができる。本検査プログラムＰＲ０
は、基準値取得部Ｕ４に対応する基準値取得機能ＦＵ４をコンピューターに実現させても
よい。
【００２８】
　さらに、本技術は、検査装置を含む複合装置、複合装置の制御方法、複合装置の制御プ
ログラム、検査プログラムや前記制御プログラムを記録したコンピューター読み取り可能
な媒体、等に適用可能である。前述の装置は、分散した複数の部分で構成されてもよい。
【００２９】
（２）検査装置の構成の具体例：
　図１は、検査装置の構成例としてホスト装置１００を模式的に示している。このホスト
装置１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１１、ＲＯＭ（Read Only Memory
）１１２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１１３、記憶装置１１４、表示装置１１５（
表示部の例）、入力装置１１６、測色装置１１７、通信Ｉ／Ｆ（インターフェイス）１１
８、等が接続されて互いに情報を入出力可能とされている。
【００３０】
　記憶装置１１４は、検査プログラムＰＲ０、カラーチャート情報４００、基準プロファ
イル５００、モニタープロファイル５１０、等を記憶している。記憶装置１１４には、フ
ラッシュメモリー等の不揮発性半導体メモリー、ハードディスク等の磁気記憶装置、等を
用いることができる。表示装置１１５には、液晶表示パネル等を用いることができる。入
力装置１１６には、ポインティングデバイス、キーボードを含むハードキー、表示パネル
の表面に貼り付けられたタッチパネル、等を用いることができる。測色装置１１７は、カ
ラーチャートＣＨ１が形成される媒体の例である被印刷物（print substrate）ＭＥ１に
形成された各カラーパッチＰＡ１を測色して測色値を出力可能である。パッチは、色票と
も呼ばれる。測色値は、例えば、機器独立色空間（device independent color space）で
あるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ*ａ*ｂ*色空間における明度Ｌ*及び色度座標ａ*，ｂ*を
表す値とされる。以下、「*」の記載を省略することがある。測色装置１１７は、ホスト
装置１００の外部に設けられてもよい。ホスト装置１００は、測色装置１１７から測色値
を取得して各種処理を行う。通信Ｉ／Ｆ１１８は、印刷装置２００（画像形成装置の例）
の通信Ｉ／Ｆ２１０に接続され、印刷装置２００に対して情報を入出力する。通信Ｉ／Ｆ
１１８，２１０の規格には、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）、近距離無線通信規格、等
を用いることができる。通信Ｉ／Ｆ１１８，２１０の通信は、有線でもよいし、無線でも
よく、ＬＡＮ（Local Area Network）やインターネット等といったネットワーク通信でも
よい。
【００３１】
　図１に示す検査プログラムＰＲ０は、測色値取得機能ＦＵ１、判定機能ＦＵ２、表示処
理機能ＦＵ３、及び、基準値取得機能ＦＵ４をホスト装置１００に実現させる。カラーチ
ャート情報４００、基準プロファイル５００、及び、モニタープロファイル５１０は、後
で図５を参照して詳細に説明する。
【００３２】
　尚、ホスト装置１００には、パーソナルコンピューター（タブレット型端末を含む。）
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といったコンピューター等が含まれる。ホスト装置１００は、一つの筐体内に全構成要素
１１１～１１８を有してもよいが、互いに通信可能に分割された複数の装置で構成されて
もよい。また、印刷装置がホスト装置１００にあっても本技術を実施可能であり、印刷機
能を有する印刷装置自体が本技術の測色値検査処理を行ってもよい。
【００３３】
　図１に示す印刷装置２００は、色材としてＣ（シアン）インク、Ｍ（マゼンタ）インク
、Ｙ（イエロー）インク、及び、Ｋ（ブラック）インクを記録ヘッド２２０から吐出（噴
射）してカラーチャートＣＨ１を含む印刷画像を形成するインクジェットプリンターであ
るものとする。記録ヘッド２２０は、インクカートリッジＣｃ，Ｃｍ，Ｃｙ，Ｃｋからそ
れぞれＣＭＹＫ（シアン、マゼンタ、イエロー、及び、ブラック）のインクが供給され、
ノズルＮｃ，Ｎｍ，Ｎｙ，ＮｋからそれぞれＣＭＹＫのインク滴２８０を吐出する。イン
ク滴２８０が被印刷物ＭＥ１に着弾すると、インクドットが被印刷物ＭＥ１に形成される
。その結果、被印刷物ＭＥ１上に印刷画像を有する印刷物が得られる。
　印刷装置２００は、ホスト装置１００が生成した出力画像に基づく印刷用データを入手
し、該印刷用データに基づいて前記出力画像に対応する印刷画像を被印刷物ＭＥ１に形成
する。
【００３４】
　図２は、被印刷物ＭＥ１に形成されたカラーチャートＣＨ１を有する印刷物ＰＴ１を模
式的に例示している。このカラーチャートＣＨ１には、互いに直交するｘ方向及びｙ方向
へ複数のカラーパッチＰＡ１が並べられている。図２には、便宜上、ｘ方向及びｙ方向に
おける位置を示す数値を括弧内に示している。図２にはパッチＰＡ１をｘ方向へ５個、及
び、ｙ方向へ３個示しているが、実際にはさらに多くのパッチＰＡ１がカラーチャートＣ
Ｈ１に配列されているものとする。尚、カラーチャートＣＨ１に含まれる複数のパッチＰ
Ａ１の配置は、ｘ方向及びｙ方向へ並べられた配置に限定されず、例えば、ｘ方向やｙ方
向からずれた方向へ並べられた配置等でもよい。
【００３５】
　測色装置１１７は、例えば、ｘ方向へ移動しながら各パッチＰＡ１を測色する。カラー
チャートＣＨ１の印刷物ＰＴ１をｙ方向へ移動させることにより自動的に測色するパッチ
ＰＡ１の数を増やしてもよい。
【００３６】
　ところで、測色装置１１７から得られる測色値には、期待される色彩値から大きくずれ
てしまうことがある。この原因としては、ユーザーによる人為ミス、カラーチャート自体
の異常、等が考えられる。ユーザーによる人為ミスとしては、測色の始点や終点を誤って
指示してしまうこと、測色装置にカラーチャートの印刷物を１８０°反対に設置してしま
うこと、カラーチャートの印刷物が複数枚ある場合に１枚目と２枚目を間違えて印刷物を
測色装置に設置してしまうこと、カラーチャートに汚れを付着させてしまうこと、等が考
えられる。カラーチャート自体の異常としては、インクの吐出不良によりパッチの色がず
れてしまうこと等が考えられる。測色値に測定ミスが生じると、測色値に基づいてプロフ
ァイルを生成する等といった、測色値を用いる処理に大きな影響が生じる。
【００３７】
　尚、特開2009-288027号公報に記載される情報処理装置のようにパッチの測定ミスの有
無をモニターに表示するだけでは、カラーチャートの中でどのパッチに測定ミスが有った
のかが分からない。本具体例では、図３に示すようなチャート画像ＣＨ２を表示装置１１
５に表示することにより、パッチが配置されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良
否を把握することができるようにしている。
【００３８】
　図３は、表示部に表示されるチャート画像の例を模式的に示している。図３に示すチャ
ート画像ＣＨ２は、カラーチャートＣＨ１を模した表示画像である。チャート画像ＣＨ２
に含まれる各パッチ画像ＰＡ２の配置は、カラーチャートＣＨ１に含まれる各パッチＰＡ
１の配置に合わせられている。図３に示す複数のパッチ画像ＰＡ２には、良の判定（第一
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の判定の例）のパッチ画像ＰＡ２ｒ、及び、否の判定（第二の判定の例）のパッチ画像Ｐ
Ａ２ｗが含まれている。以下、「良の判定」を「良判定」とも記載し、「否の判定」を「
否判定」とも記載する。
【００３９】
　良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域は、全体としてはパッチＰＡ１と同じ矩形状で
あるが、外側領域ＲＲ０（一方の領域の例）、及び、該外側領域ＲＲ０で囲まれた円形の
内側領域ＲＲ１（他方の領域の例）に分けられている。外側領域ＲＲ０には、表示装置１
１５に依存する表示部従属色空間ＣＳ２（図５参照）において期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ
１（基準値の例）に対応するモニターカラー（第一デバイスカラーの例）が表示される。
従って、期待色彩値に対応する表示色の形状は、パッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域の形状と
は異なる。内側領域ＲＲ１には、表示部従属色空間ＣＳ２においてパッチＰＡ１の測色値
Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラー（第二デバイスカラーの例）が表示される。
従って、測色値に対応する表示色の形状は、円形であり、パッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域
の形状とは異なる。尚、値Ｌ１，Ｌ２はＬａｂ色空間におけるＬ値であり、値ａ１，ａ２
はＬａｂ色空間におけるａ値であり、値ｂ１，ｂ２はＬａｂ色空間におけるｂ値である。
【００４０】
　否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域も、全体としては、パッチＰＡ１と同じ矩形状
である。しかし、図３に示す否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域は、該表示領域を通
る直線状の斜め線Ｌ１を境界として斜め上の第一領域ＲＷ１と斜め下の第二領域ＲＷ２と
に分けられている。従って、否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域に含まれる表示色の
領域ＲＷ１，ＲＷ２の形状は、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域に含まれる表示色
の領域ＲＲ０，ＲＲ１の形状とは異なる。第一領域ＲＷ１には、表示部従属色空間ＣＳ２
において期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニターカラー（第一デバイスカラーの
例）が表示される。従って、期待色彩値に対応する表示色の形状は、三角形であり、パッ
チ画像ＰＡ２ｗの表示領域の形状とは異なる。第二領域ＲＷ２には、表示部従属色空間Ｃ
Ｓ２においてパッチＰＡ１の測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラー（第二デ
バイスカラーの例）が表示される。従って、測色値に対応する表示色の形状は、三角形で
あり、パッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域の形状とは異なる。
【００４１】
（３）検査装置で行われる測色値検査処理の具体例：
　図４は、図１に示すホスト装置１００で行われる測色値検査処理の例を示している。ホ
スト装置１００は、マルチタスクにより複数の処理を並列して実行している。ここで、ス
テップＳ１０４は、基準値取得部Ｕ４、第四工程ＳＴ４、及び、基準値取得機能ＦＵ４に
対応している。ステップＳ１０６は、測色値取得部Ｕ１、第一工程ＳＴ１、及び、測色値
取得機能ＦＵ１に対応している。ステップＳ１０８～Ｓ１１０は、判定部Ｕ２、第二工程
ＳＴ２、及び、判定機能ＦＵ２に対応している。ステップＳ１１２～Ｓ１２８は、表示処
理部Ｕ３、第三工程ＳＴ３、及び、表示処理機能ＦＵ３に対応している。以下、「ステッ
プ」の記載を省略する。
【００４２】
　処理が開始されると、ホスト装置１００は、カラーチャート情報４００を読み込む（Ｓ
１０２）。
　図５は、記憶装置１１４に記憶されているカラーチャート情報４００の構造を模式的に
例示している。図５に示すカラーチャート情報４００は、カラーチャート内の各パッチの
プリンターカラーデバイス値（インク使用量）や記録順序や配列を表す情報であり、パッ
チＰＡ１毎に形成位置とインク使用量とが対応付けられた情報を有している。ここで、各
パッチＰＡ１の形成位置は、ｘ方向における位置とｙ方向における位置とで定められてい
る。インク使用量は、パッチＰＡ１の位置を（ｘ，ｙ）として、Ｃインクの使用量Ｃｘｙ
、Ｍインクの使用量Ｍｘｙ、Ｙインクの使用量Ｙｘｙ、及び、Ｋインクの使用量Ｋｘｙで
定められている。インク使用量Ｃｘｙ，Ｍｘｙ，Ｙｘｙ，Ｋｘｙは、位置（ｘ，ｙ）のパ
ッチＰＡ１を形成するために使用されるＣＭＹＫそれぞれのインクの量を表している。イ
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ンク使用量Ｃｘｙ，Ｍｘｙ，Ｙｘｙ，Ｋｘｙは、２8階調や２16階調等といった階調値で
定められてもよい。
【００４３】
　カラーチャート情報の読み込み後、ホスト装置１００は、基準プロファイル５００に従
って、画像形成装置従属色空間ＣＳ１において各パッチＰＡ１を形成する色を表す値Ｃｘ
ｙ，Ｍｘｙ，Ｙｘｙ，Ｋｘｙを期待色彩値Ｌ１ｘｙ，ａ１ｘｙ，ｂ１ｘｙに変換する（Ｓ
１０４）。これにより、パッチＰＡ１毎に期待色彩値Ｌ１ｘｙ，ａ１ｘｙ，ｂ１ｘｙが用
意される。尚、画像形成装置従属色空間ＣＳ１は、印刷装置２００に依存する機器従属色
空間（device dependent color space）であり、図５の例ではＣＭＹＫ色空間である。
　図５は、記憶装置１１４に記憶されている基準プロファイル５００の構造も模式的に例
示している。図５に示す基準プロファイル５００は、インク使用量Ｃｘｙ，Ｍｘｙ，Ｙｘ
ｙ，Ｋｘｙと期待色彩値Ｌ１ｘｙ，ａ１ｘｙ，ｂ１ｘｙとが対応付けられた情報を有して
いる。該情報は、パッチＰＡ１毎に用意されてもよいし、補間演算といった換算を前提と
してパッチＰＡ１のインク使用量に対応しない情報とされてもよい。期待色彩値Ｌ１ｘｙ
，ａ１ｘｙ，ｂ１ｘｙは、例えば、標準的な被印刷物と標準的なインクを使用した場合に
インク使用量Ｃｘｙ，Ｍｘｙ，Ｙｘｙ，Ｋｘｙにおいて形成されるパッチＰＡ１の予測さ
れる測色値とすることができる。むろん、使用する被印刷物の種類が決まっていれば該種
類の被印刷物を使用した場合に予測される測色値を期待色彩値にしてもよいし、使用する
インクの種類が決まっていれば該種類のインクを使用した場合に予測される測色値を期待
色彩値にしてもよい。
【００４４】
　期待色彩値の取得後、ホスト装置１００は、カラーチャートＣＨ１に配置された各パッ
チＰＡ１の測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２を取得する（Ｓ１０６）。ユーザーは、カラーチャー
トＣＨ１の印刷物ＰＴ１を測色装置１１７に設置して各パッチＰＡ１を測色する操作を行
えばよい。測色装置１１７は、各パッチＰＡ１を測色し、各パッチＰＡ１の測色値Ｌ２，
ａ２，ｂ２を出力する。そこで、ホスト装置１００は、測色装置１１７から各測色値Ｌ２
，ａ２，ｂ２を読み込んでＲＡＭ１１３と記憶装置１１４の少なくとも一方に格納すれば
よい。
　また、測色値を取得するため、ホスト装置１００は、カラーチャート情報４００に基づ
いてカラーチャートＣＨ１の印刷物ＰＴ１を印刷装置２００に形成される処理を行っても
よい。形成された印刷物ＰＴ１がユーザーにより、又は、自動的に測色装置１１７に設置
されると、測色装置１１７が各パッチＰＡ１を測色することにより測色値Ｌ２，ａ２，ｂ
２が取得される。
【００４５】
　測色値の取得後、ホスト装置１００は、パッチＰＡ１毎に測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２と期
待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１との色差ΔＥを算出する（Ｓ１０８）。色差ΔＥは、例えば、
明度差ΔＬ＝Ｌ２－Ｌ１、色座標ａの差Δａ＝ａ２－ａ１、色座標ｂの差Δｂ＝ｂ２－ｂ
１を用いて、色差式
　　ΔＥ＝（ΔＬ2＋Δａ2＋Δｂ2）1/2

により求めることができる。また、算出する色差ΔＥは、上記色差式の代わりにＣＩＥＤ
Ｅ２０００色差式で表される色差ΔＥ00でもよい。
【００４６】
　色差の算出後、ホスト装置１００は、パッチＰＡ１毎に測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２と期待
色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１とに基づいてパッチＰＡ１の測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２の良否を判
定する（Ｓ１１０）。例えば、色差ΔＥに対する閾値をＴＨ１（ＴＨ１＞０）として、色
差ΔＥが閾値ＴＨ１以下である場合に良と判定し、色差ΔＥが閾値ＴＨ１よりも大きい場
合に否と判定することができる。
【００４７】
　測色値の良否の判定後、ホスト装置１００は、モニタープロファイル５１０に従って、
各パッチＰＡ１の期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１を表示部従属色空間ＣＳ２におけるモニタ
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ーカラーＲ１，Ｇ１，Ｂ１（第一デバイスカラーの例）に変換する（Ｓ１１２）。これに
より、パッチＰＡ１毎に、表示部従属色空間ＣＳ２において期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１
に対応するモニターカラーＲ１，Ｇ１，Ｂ１が用意される。尚、表示部従属色空間ＣＳ２
は、表示装置１１５に依存する機器従属色空間であり、図５の例ではＲＧＢ（赤、緑、及
び、青）色空間である。モニタープロファイル５１０には、ＩＣＣ（International Colo
r Consortium）プロファイル等を用いることができる。
　図５は、記憶装置１１４に記憶されているモニタープロファイル５１０の構造も模式的
に例示している。図５に示すモニタープロファイル５１０は、Ｌａｂ色空間における色彩
値Ｌｉ，ａｉ，ｂｉとＲＧＢ色空間におけるモニターカラーＲｉ（赤），Ｇｉ（緑），Ｂ
ｉ（青）とが対応付けられた情報を有している。ここで、変数ｉは、格子点（grid point
）を識別する変数である。格子点は入力色空間に配置された仮想の点を意味し、入力色空
間における格子点の位置に対応する出力座標値が該格子点に格納されていると想定するこ
とにしている。
【００４８】
　また、ホスト装置１００は、モニタープロファイル５１０に従って、各パッチＰＡ１の
測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２を表示部従属色空間ＣＳ２におけるモニターカラーＲ２，Ｇ２，
Ｂ２（第二デバイスカラーの例）に変換する（Ｓ１１４）。これにより、パッチＰＡ１毎
に、表示部従属色空間ＣＳ２において期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニターカ
ラーＲ１，Ｇ１，Ｂ１が用意される。
【００４９】
　モニターカラーの取得後、ホスト装置１００は、表示処理の対象パッチを設定する（Ｓ
１１６）。この処理は、未処理の全パッチの形成位置（ｘ，ｙ）の中から一つを選択する
処理とすることができる。その後、ホスト装置１００は、対象パッチの測色値Ｌ２，ａ２
，ｂ２の判定結果に応じて処理を分岐させる（Ｓ１１８）。
【００５０】
　測色値の判定結果が良判定である場合、ホスト装置１００は、対象パッチの表示領域を
外側領域ＲＲ０と内側領域ＲＲ１とに分割し、対象パッチの期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１
に対応するモニターカラーＲ１，Ｇ１，Ｂ１を外側領域ＲＲ０に表示する（Ｓ１２０）。
また、ホスト装置１００は、対象パッチの測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカ
ラーＲ２，Ｇ２，Ｂ２を内側領域ＲＲ１に表示する（Ｓ１２２）。すると、図３に示す良
判定のパッチ画像ＰＡ２ｒのように、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラー
が期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニターカラーの中に表示される。従って、ユ
ーザーは、表示されたチャート画像ＣＨ２を見ることにより、カラーチャートの中で直感
的に良判定のパッチを個別に把握することができる。特に、内側領域ＲＲ１が円形である
ので、対応するパッチＰＡ１の測色値が良判定であることが分かり易い。
【００５１】
　測色値の判定結果が否判定である場合、ホスト装置１００は、対象パッチの表示領域を
通る斜め線Ｌ１を境界として対象パッチの表示領域を斜め上の第一領域ＲＷ１と斜め下の
第二領域ＲＷ２とに分割し、対象パッチの期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニタ
ーカラーＲ１，Ｇ１，Ｂ１を第一領域ＲＷ１に表示する（Ｓ１２４）。また、ホスト装置
１００は、対象パッチの測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーＲ２，Ｇ２，
Ｂ２を第二領域ＲＷ２に表示する（Ｓ１２６）。すると、図３に示す否判定のパッチ画像
ＰＡ２ｗのように、斜め上に期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニターカラーが表
示され、斜め下に測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーが表示される。従っ
て、ユーザーは、表示されたチャート画像ＣＨ２を見ることにより、カラーチャートの中
で直感的に否判定のパッチを個別に把握することができ、さらに、否判定のパッチの色が
期待される色から外れている程度も把握することができる。特に、領域ＲＷ１，ＲＷ２が
斜め線Ｌ１で分けられているので、対応するパッチＰＡ１の測色値が否判定であることが
分かり易い。
【００５２】
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　Ｓ１２２又はＳ１２６の処理後、ホスト装置１００は、カラーチャートＣＨ１に含まれ
る全パッチＰＡ１を表示処理の対象パッチとして設定したか否かを判断する（Ｓ１２８）
。対象パッチとして設定していないパッチＰＡ１がカラーチャートＣＨ１に残っている場
合、ホスト装置１００は、Ｓ１１６～Ｓ１２８の処理を繰り返す。これにより、チャート
画像ＣＨ２に配置するパッチ画像ＰＡ２の表示色が判定結果に応じた形状となってチャー
ト画像ＣＨ２が表示装置１１５に表示される。カラーチャートＣＨ１の全パッチＰＡ１が
対象パッチとして設定された場合、ホスト装置１００は、測色値検査処理を終了させる。
【００５３】
　尚、良判定の測色値は、ＩＣＣプロファイルや色変換ＬＵＴ（ルックアップテーブル）
等といったプロファイルの生成に用いることができる。例えば、印刷装置２００の形成色
の特性を表すプリンタープロファイルは、ＣＭＹＫそれぞれのインク使用量Ｃｘｙ，Ｍｘ
ｙ，Ｙｘｙ，Ｋｘｙに測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２を対応付けることにより生成することがで
きる。このプリンタープロファイルとモニタープロファイル５１０とを用いてＲＧＢ色空
間の入力座標値とＣＭＹＫ色空間の出力座標値とを対応付けることにより、色変換ＬＵＴ
を生成することができる。
【００５４】
　以上説明したように、表示されるチャート画像ＣＨ２に配置される各パッチ画像ＰＡ２
の表示色が測色値の良否の判定結果に応じた形状であるので、ユーザーは、カラーチャー
トＣＨ１の中でどのパッチの測色値が期待される色彩値からどのくらい違うのかを把握す
ることができる。このため、パッチの測色値がなぜ期待される色彩値から違うのか、その
原因が容易に分かり、ユーザーは、その原因を取り除いた上で正確な測色値を取得し、プ
ロファイルを作成することができる。このように、本具体例は、パッチが配置されたカラ
ーチャートの中で直感的にパッチの良否を個別に把握することが可能となる。
【００５５】
（４）変形例：
　本発明は、種々の変形例が考えられる。
　例えば、画像形成装置は、インクジェットプリンターに限定されず、色材としてトナー
を使用するレーザープリンターといった電子写真方式のプリンター、３次元プリンター、
等でもよい。また、画像形成装置は、印刷装置にも限定されず、表示装置等でもよい。
　印刷画像を形成する色材の種類は、ＣＭＹＫに限定されず、ＣＭＹＫに加えて、Ｃより
も低濃度のＬｃ（ライトシアン）、Ｍよりも低濃度のＬｍ（ライトマゼンタ）、Ｙよりも
高濃度のＤｙ（ダークイエロー）、Ｏｒ（オレンジ）、Ｇｒ（グリーン）、Ｋよりも低濃
度のＬｋ（ライトブラック）、画質向上用の無着色の色材、等を含んでもよい。また、Ｃ
ＭＹＫの一部の色材を使用しない場合にも、本技術を適用可能である。
【００５６】
　上述した処理は、順番を入れ替える等、適宜、変更可能である。例えば、図４の測色値
検査処理において、Ｓ１１２，Ｓ１１４のモニターカラーへの変換処理をＳ１０８又はＳ
１１０の処理の前において行うことが可能である。Ｓ１１２の処理とＳ１１４の処理とを
入れ替えることも可能である。期待色彩値が予め求められている場合、Ｓ１０４の処理を
省略してもよい。
　測色値と基準値は、Ｌａｂ色空間におけるＬ，ａ，ｂを表す値以外にも、ＣＩＥ ＸＹ
Ｚ表色系における三刺激値Ｘ，Ｙ，Ｚ、ＣＩＥ Ｌ*ｕ*ｖ*色空間におけるＬ*，ｕ*，ｖ*

を表す値、等でもよい。
【００５７】
　パッチの測色値の良否を判定するための情報は、色差の代わりに、明度差ΔＬ＝Ｌ２－
Ｌ１、色座標ａの差Δａ＝ａ２－ａ１、色座標ｂの差Δｂ＝ｂ２－ｂ１、彩度差ΔＣ＝（
ａ２2＋ｂ２2）1/2－（ａ１2＋ｂ１2）1/2、色相差ΔＨ、等を用いてもよい。また、これ
らの情報に含まれる複数の情報を良否の判定に用いてもよい。
　測色値の良の判定は、２段階以上あってもよい。例えば、閾値ＴＨ２を０＜ＴＨ２＜Ｔ
Ｈ１として、ΔＥ≦ＴＨ２である場合に「非常に良」と判定し、ＴＨ２＜ΔＥ≦ＴＨ１で
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ある場合に「やや良」と判定してもよい。この場合、「非常に良」のパッチ画像の表示色
と「やや良」のパッチ画像の表示色とを異なる形状にしてもよい。
　測色値の否の判定も、２段階以上あってもよい。例えば、閾値ＴＨ３をＴＨ１＜ＴＨ３
として、ＴＨ１＜ΔＥ≦ＴＨ３である場合に「少し否」と判定し、ＴＨ３＜ΔＥである場
合に「かなり否」と判定してもよい。この場合、「少し否」のパッチ画像の表示色と「か
なり否」のパッチ画像の表示色とを異なる形状にしてもよい。
【００５８】
　パッチ画像の表示も、種々の変形例が考えられる。
　例えば、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域において、期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ
１に対応するモニターカラーを内側領域ＲＲ１に表示し、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応
するモニターカラーを外側領域ＲＲ０に表示してもよい。この場合、内側領域ＲＲ１が一
方の領域の例であり、外側領域ＲＲ０が他方の領域の例である。また、外側領域で囲まれ
た内側領域の形状は、円形に限定されず、楕円形、多角形、星形、等でもよい。
【００５９】
　否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域において、期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応
するモニターカラーを表示する第一領域ＲＷ１を斜め線Ｌ１から斜め下に配置し、測色値
Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーを表示する第二領域ＲＷ２を斜め線Ｌ１から
斜め上に配置してもよい。また、パッチ画像の表示領域を通る線は、斜め線に限定されず
、第一領域と第二領域とを上下に分ける横線、第一領域と第二領域とを左右に分ける縦線
、等でもよく、さらに、直線に限定されず、曲線や折れ線でもよい。
　さらに、良判定のパッチ画像の表示色と否判定のパッチ画像の表示色とは異なる形状で
あればよく、良判定のパッチ画像の表示領域を通る線を境界として前記表示領域を分けて
もよいし、否判定のパッチ画像の表示領域を外側領域と内側領域とに分けてもよい。
【００６０】
　図６Ａは、パッチ画像の表示色の形状を変えた例を模式的に示している。図６Ａに示す
チャート画像ＣＨ２には、星形の内側領域ＲＲ１を有する良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒ、
及び、「Ｘ」字状に分割された領域を有する否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗが示されている
。星形の内側領域ＲＲ１は、パッチ画像ＰＡ２ｒの矩形状の表示領域に内接している。否
判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域は、互いに交差する２本の斜め線Ｌ１で４分割され
ている。２箇所の第一領域ＲＷ１は、２本の斜め線Ｌ１から左側と右側とに配置されてい
る。２箇所の第二領域ＲＷ２は、２本の斜め線Ｌ１から上側と下側とに配置されている。
例えば、外側領域ＲＲ０、及び、２箇所の第一領域ＲＷ１には、期待色彩値Ｌ１，ａ１，
ｂ１に対応するモニターカラーが表示される。内側領域ＲＲ１、及び、２箇所の第二領域
ＲＷ２には、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーが表示される。
【００６１】
　図６Ａに示すチャート画像ＣＨ２は、図４で示した測色値検査処理に従うことにより表
示装置１１５に表示させることができる。図６Ａに示す例も、パッチが配置されたカラー
チャートの中で直感的にパッチの良否を把握することが可能である。
【００６２】
　図６Ｂは、良判定のパッチ画像の表示色を１色にした例を模式的に示している。図６Ｂ
に示す良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域は、分割されておらず、例えば、期待色彩
値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニターカラーが表示される。測色値検査処理は、例えば
、図４で示したＳ１２０～Ｓ１２２の処理の代わりに期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応
するモニターカラーをパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域の全体に表示させる処理を行えばよ
い。
　また、期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１の代わりに、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモ
ニターカラーがパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域に表示されてもよい。測色値検査処理は、
例えば、図４で示したＳ１２０～Ｓ１２２の処理の代わりに測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対
応するモニターカラーをパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域の全体に表示させる処理を行えば
よい。
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【００６３】
　図６Ｂに示す例も、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒにおける表示色の形状と、否判定のパ
ッチ画像ＰＡ２ｗにおける表示色の形状と、が異なる。また、パッチの測色値が良判定で
ある場合、期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応する色と、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応
する色と、の差は小さい。そこで、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域を１色にする
ことにより、チャート画像ＣＨ２の中で各パッチ画像ＰＡ２が見易くなる。従って、図６
Ｂに示す例は、パッチが配置されたカラーチャートの中でさらに直感的にパッチの良否を
把握することが可能となる。
【００６４】
　図６Ｃは、否判定のパッチ画像の表示色も１色にした例を模式的に示している。図６Ｃ
に示す否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示色は、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒにおける表
示色の矩形状とは異なる三角形状であり、例えば、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモ
ニターカラーが表示される。測色値検査処理は、例えば、図４で示したＳ１２４～Ｓ１２
６の処理の代わりに測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーを三角形状に表示
させる処理を行えばよい。
　また、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２の代わりに、期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモ
ニターカラーが三角形状に表示されてもよい。測色値検査処理は、例えば、図４で示した
Ｓ１２４～Ｓ１２６の処理の代わりに期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニターカ
ラーを三角形状に表示させる処理を行えばよい。
【００６５】
　図６Ｃに示す例も、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒにおける表示色の形状と、否判定のパ
ッチ画像ＰＡ２ｗにおける表示色の形状と、が異なる。従って、パッチが配置されたカラ
ーチャートの中で直感的にパッチの良否を把握することが可能である。
【００６６】
　図７Ａは、測色値と期待色彩値との差を表す数値をパッチ画像の表示領域に対応させて
表示した例を模式的に示している。図７Ａに示すパッチ画像ＰＡ２の表示領域の一部には
、測色値と期待色彩値との差を表す数値７００として色差ΔＥが表示されている。測色値
検査処理は、例えば、図４で示したＳ１２２とＳ１２６の処理の直後に、それぞれ、Ｓ１
０８で算出した色差ΔＥを数値７００としてパッチ画像ＰＡ２の表示領域の一部に重ねて
表示させる処理を行えばよい。ユーザーは、パッチ画像ＰＡ２の一部に重ねられた数値７
００を見ることにより、パッチＰＡ１の色（測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２）と期待される色（
期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１）との差を容易に把握することができる。
【００６７】
　図７Ｂは、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２の良否の判定結果が否判定である場合に数値７００
を表示しないで良判定である場合に数値７００を表示した例を模式的に示している。この
例では、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域の一部に数値７００として色差ΔＥが表
示されている。測色値検査処理は、例えば、図４で示したＳ１２２の処理の直後に、Ｓ１
０８で算出した色差ΔＥを数値７００として良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域の一
部に重ねて表示させる処理を行えばよい。図７Ｂに示す例は、判定結果が否判定である場
合のパッチ画像ＰＡ２の表示色が数値７００により隠されないので、良判定のパッチの色
と期待される色との差を容易に把握しながら直感的にパッチの良否を把握することができ
る。
【００６８】
　図７Ｃは、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２の良否の判定結果が良判定である場合に数値７００
を表示しないで否判定である場合に数値７００を表示した例を模式的に示している。この
例では、否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域の一部に数値７００として色差ΔＥが表
示されている。測色値検査処理は、例えば、図４で示したＳ１２６の処理の直後に、Ｓ１
０８で算出した色差ΔＥを数値７００として否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域の一
部に重ねて表示させる処理を行えばよい。図７Ｃに示す例は、数値７００が重ねられたパ
ッチ画像ＰＡ２を見ることにより否判定のパッチＰＡ１の位置が分かるので、直感的にパ
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ッチの良否を把握しながら否判定のパッチの色と期待される色との差を容易に把握するこ
とができる。
【００６９】
　尚、測色値と期待色彩値との差を表す数値は、色差以外にも、明度差、彩度差、色相差
、等でもよい。
【００７０】
　図８Ａは、良判定のパッチ画像に良判定であることを表す情報を重ねて表示した例を模
式的に示している。図８Ａに示す良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒには、良判定であることを
表す良判定情報８００である「ＯＫ」文字が重ねられて表示されている。否判定のパッチ
画像ＰＡ２ｗに別の情報は表示されていない。尚、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示色
と否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示色とは、形状が異なる。測色値検査処理は、例えば
、図４で示したＳ１２２の処理の直後に「ＯＫ」文字を良判定情報８００として良判定の
パッチ画像ＰＡ２ｒの表示領域に重ねて表示させる処理を行えばよい。図８Ａに示す例は
、否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示色が「ＯＫ」文字により隠されないので、パッチが
配置されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良否を把握することができる。
【００７１】
　尚、上述した例において、良判定のパッチ画像における表示色の形状と、否判定のパッ
チ画像における表示色の形状と、を入れ替えることも可能である。
【００７２】
　図８Ｂは、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表示色と否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示
色とが同じ形状である場合に良判定情報８００を重ねて表示した例を模式的に示している
。この例も、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒには、良判定情報８００である「ＯＫ」文字が
重ねられて表示されている。否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗに別の情報は表示されていない
。尚、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒも、否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗと同じく、表示領域
を通る直線状の斜め線Ｌ１を境界として斜め上の第一領域ＲＷ１と斜め下の第二領域ＲＷ
２とに分けられている。
【００７３】
　図９は、図８Ｂに示すチャート画像ＣＨ２を表示するための測色値検査処理の例を示し
ている。この処理は、図４で示した測色値検査処理と比べて、Ｓ１１６～Ｓ１２８がＳ２
０２～Ｓ２０６に置き換わっている。
　ホスト装置１００は、Ｓ１０２～Ｓ１１４の処理を行うと、判定結果に関わらず、パッ
チ画像ＰＡ２の表示領域を通る斜め線Ｌ１を境界としてパッチ画像ＰＡ２の表示領域を斜
め上の第一領域ＲＷ１と斜め下の第二領域ＲＷ２とに分割し、期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ
１に対応するモニターカラーＲ１，Ｇ１，Ｂ１を第一領域ＲＷ１に表示する（Ｓ２０２）
。また、ホスト装置１００は、測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーＲ２，
Ｇ２，Ｂ２を第二領域ＲＷ２に表示する（Ｓ２０４）。すると、図８Ｂに示すパッチ画像
ＰＡ２ｒ，ＰＡ２ｗのように、斜め上に期待色彩値Ｌ１，ａ１，ｂ１に対応するモニター
カラーが表示され、斜め下に測色値Ｌ２，ａ２，ｂ２に対応するモニターカラーが表示さ
れる。
【００７４】
　Ｓ２０４の処理後、ホスト装置１００は、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒに良判定情報８
００として「ＯＫ」文字を重ねて表示し（Ｓ２０６）、測色値検査処理を終了させる。
　図８Ｂに示す例は、否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示色が「ＯＫ」文字により隠され
ないので、パッチが配置されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良否を把握するこ
とができる。
【００７５】
　尚、良判定情報８００は、「ＯＫ」以外の文字でもよいし、記号、数字、図形、等でも
よい。
　図８Ｃは、良判定のパッチ画像に良判定情報８００として記号を重ねて表示した例を模
式的に示している。図８Ｃに示す良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒには、良判定であることを
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像ＣＨ２も、図９で示した測色値検査処理に従って表示することができる。図８Ｃに示す
例は、否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示色が丸印により隠されないので、パッチが配置
されたカラーチャートの中で直感的にパッチの良否を把握することができる。
【００７６】
　また、良判定情報８００を有するチャート画像ＣＨ２を表示する場合にも、色差ΔＥ等
といった数値７００を表示してもよい。むろん、パッチ画像ＰＡ２の同じ表示領域に良判
定情報８００と数値７００の両方を表示してもよいし、良判定のパッチ画像ＰＡ２ｒの表
示領域に数値７００を表示しないで否判定のパッチ画像ＰＡ２ｗの表示領域に数値７００
を表示してもよい。
【００７７】
（５）結び：
　以上説明したように、本発明によると、種々の態様により、パッチが配置されたカラー
チャートの中で直感的にパッチの良否を把握することが可能な技術等を提供することがで
きる。むろん、独立請求項に係る構成要件のみからなる技術でも、上述した基本的な作用
、効果が得られる。
　また、上述した例の中で開示した各構成を相互に置換したり組み合わせを変更したりし
た構成、公知技術及び上述した例の中で開示した各構成を相互に置換したり組み合わせを
変更したりした構成、等も実施可能である。本発明は、これらの構成等も含まれる。
【符号の説明】
【００７８】
１００…ホスト装置（検査装置の例）、１１４…記憶装置、１１５…表示装置（表示部の
例）、１１６…入力装置、１１７…測色装置、２００…印刷装置（画像形成装置の例）、
４００…カラーチャート情報、５００…基準プロファイル、５１０…モニタープロファイ
ル、７００…差を表す数値、８００…良判定情報、ＣＨ１…カラーチャート、ＣＨ２…チ
ャート画像、ＣＳ１…画像形成装置従属色空間、ＣＳ２…表示部従属色空間、Ｌ１…パッ
チ画像の表示領域を通る線、ＭＥ１…被印刷物（媒体の例）、ＰＡ１…パッチ、ＰＡ２…
パッチ画像、ＰＡ２ｒ…良判定のパッチ画像、ＰＡ２ｗ…否判定のパッチ画像、ＰＲ０…
検査プログラム、ＰＴ１…印刷物、ＲＲ０…外側領域、ＲＲ１…内側領域、ＲＷ１…第一
領域、ＲＷ２…第二領域、Ｕ１…測色値取得部、Ｕ２…判定部、Ｕ３…表示処理部、Ｕ４
…基準値取得部。
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